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新潟県総合計画の改定にあたって

２ 計画改定の方向性

○ 現行計画策定後の社会経済状況の変化や、最終評価ワーキング等において委員会

からいただいた御意見などを踏まえながら、今後８年間（令和７年度～令和14年度）の

新たな計画を策定

１ 現状認識等

１

○ 本県ではこれまで、総合計画の基本理念である「住んでよし、訪れてよしの新潟県」

の実現に向け、 「安全に安心して暮らせる、暮らしやすい新潟」、「地域経済が元気で活

力のある新潟」、「県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟」の将来像を掲げ、

様々な施策を展開

○ 一方、この間、計画策定時には予期していなかった新型コロナウイルス感染症の感

染拡大や物価高騰等により県民生活や県内経済に大きな影響が生じるなど、本県を取

り巻く社会経済状況は大きく変動

○ 基本理念の実現に向けては、こうした状況変化も踏まえながら、本県の最重要課題で

ある人口減少問題をはじめ、本県が抱える様々な政策課題にしっかりと対応していくこと

が必要

課長再々



次期 「新潟県総合計画」（仮称）骨子案①：全体概要

■ 新潟県のめざすべき将来像（第５章）

「住んでよし、訪れてよしの新潟県」

～ 国内外の人や企業に選ばれる新潟の実現 ～

１ 安全に安心して暮らせる、暮らしやすい新潟
２ 地域経済が元気で活力のある新潟
３ 県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟

～ 「住んでよし、訪れてよしの新潟県」の実現に向けた重点政策（第４章） ～

○ 本県の持続的な成長・発展に向けた、本県が直面する重要・分野横断的な課題等への対応

(1) 子育てに優しい社会の実現

(2) 豊かに暮らせる持続可能な地域社会の構築

(3) 産業構造の転換

■ 基本政策の展開方向（第６章） ○ 基本理念の実現に向けて取り組む、県の各政策の展開方向

２ 地域経済が元気で活力のある新潟
(1) 多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟

・ 交流人口拡大、交通ﾈｯﾄﾜｰｸ整備、国際交流推進 など

(2) 活力のある新潟
・ 県内産業活性化、働きやすい環境づくり
・ 農林水産業振興、多様なﾆｰｽﾞに応じたまちづくり など

３ 県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟
・ 教育、ｽﾎﾟｰﾂ・文化振興 など

■ 新潟県の人口ビジョン（第３章）
○ 本県人口の動向分析、将来人口推計
○ 人口定常化に向けた目標値、推進体制

Ⅱ 新潟県の人口ビジョン（人口定常化に向けて）

■ 計画の位置づけ等
（第１章）

■ 計画の達成に向けて（第７章） ・ 県民最優先の県政の推進、PDCAの徹底・EBPMの強化
・ 持続可能な行財政運営、SDGsの推進 ２

Ⅲ 本県のめざすべき将来像とその実現に向けた政策展開

１ 安全に安心して暮らせる、暮らしやすい新潟
(1) 安全に安心して暮らせる新潟

・ 防災・減災、防犯、環境保全、拉致問題 など

(2) 県民すべてが生き生きと暮らせる新潟
・ 子育て、地域医療、健康立県、福祉の充実 など

(3) 誰もが社会参画できる新潟
・ 個人の尊重、共同参画社会の実現 など

○ 将来のめざすべき新潟県の姿を明らかにし、県政運営の総合的・基本的な指針となる県の最上位の行政計画
○ 計画期間：令和７年度～令和14年度（８年間） ※「まち・ひと・しごと創生法」に基づく地方版総合戦略としても位置づけ。

◎ 政策展開で配慮する視点
① 持続可能性、② 稼ぐ力の向上、③ 豊かな生活(ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ) 、④ 多様性・包摂社会、⑤ 強靭化

(4) 本県の国際化と戦略的な海外展開

(5) 脱炭素社会への転換

(6) デジタル改革の推進

［ 施策体系（詳細は別紙） ］

※ 7/16朝課長OK
■7/28 局長指示に合わせ第６章 修正

Ⅰ 新潟県の現状・課題、特性・優位性

■ 歯止めのかからない人口減少・
東京一極集中など新潟県を取り
巻く現状・課題等 （第２章）

［現状・課題］
(1) 人口減少・少子高齢化等

(2) 安全・安心
・ 頻発・激甚化する自然災害 など

(3) 暮らしを取り巻く状況
・ 子育て、地域医療、福祉 など

(4) 社会経済状況の変化等
・ デジタル化の進展
・ 脱炭素化に向けた動き
・ 価値観・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ等の多様化
など

(5) 人流・物流
・ 国際化の状況
・ 交流人口、交通ﾈｯﾄﾜｰｸ など

(6) 産業・経済
・ 経済情勢、産業構造
・ 人手不足、労働・雇用情勢 など

(7) 教育を取り巻く状況

［特性・優位性］
(1） 美しく豊かな自然環境

(2) 充実した食の魅力

(3) 多様で特色ある地域資源

(4) 日本海側の表玄関としての
拠点性 など



次期総合計画 骨子案②：基本政策の展開方向（中項目一覧）

１ 安全に安心して暮らせる、暮らしやすい新潟

(1) 安全に安心して暮らせる新潟

① 一段加速した防災・減災対策の推進

② 安全・安心な地域を支える基盤づくり

③ 原子力防災対策の推進

④ 安全で安心なまちづくり

⑤ 豊かな自然・環境の保全と未来への継承

⑥ 拉致問題の全面解決に向けた取組

(2) 県民すべてが生き生きと暮らせる新潟

① こどもを生み育てやすい環境の整備

② 地域医療の確保と健康立県の実現

③ 住み慣れた地域で自立した生活が続けられる福祉の充実

(3) 誰もが社会参画できる新潟

① 誰もが個人として尊重され、共に暮らせる社会の実現

② 共同参画社会の実現

３ 県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟

(1) 県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟

① 将来の夢や希望を育みかなえる教育の推進

② スポーツと文化の振興

２ 地域経済が元気で活力のある新潟

(1) 多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟

① 多様な地域資源を活かした交流人口の拡大

② 日本海側の国際拠点化と北東・東南アジアをはじめ諸外国
との交流促進

(2) 活力のある新潟

① 挑戦する人や企業が生まれ、集まる環境の整備

② 若者に選ばれ、誰もが働きやすい環境づくり

③ 付加価値の高い持続可能な農林水産業の実現

④ 多様なニーズに応じた魅力あるまちづくり

３

■ 新潟県のめざすべき将来像

「住んでよし、訪れてよしの新潟県」
～ 国内外の人や企業に選ばれる新潟の実現 ～

１ 安全に安心して暮らせる、暮らしやすい新潟
２ 地域経済が元気で活力のある新潟
３ 県民一人一人が学び、成長し、活躍できる新潟


